
東京電機大学

令和３年度　卒業生（既卒者）アンケート結果

総務部企画広報担当
令和３年６月



 

 

■アンケート実施概要 

 

⑴ 調査目的  「大学時代の経験で卒業後役立ったと感じること」、「卒業生の本学に

対する満足度・現在の評価」並びに「卒業後のキャリアの状況等」

について調査し、今後の教育活動等の改善につなげることを目的と

する。 

⑵ 対  象  卒業・修了後、５年・10 年・20 年を経過した者（合計 4,785 名） 

         ① 平成 27 年度卒業生・修了生（平成 28 年 3 月卒業・修了） 

         ② 平成 22 年度卒業生・修了生（平成 23 年 3 月卒業・修了） 

         ③ 平成 12 年度卒業生・修了生（平成 13 年 3 月卒業・修了）  

⑶ 実施方法  web で実施 

※アンケートの依頼は、郵送（校友会会員については、４月号の工学情報に同

封）。（住所登録者のみ） 

⑷ 実施期間  令和３年４月 15 日～令和３年５月 31 日 

 

⑸ 回答者数  １９５名（回答率 4.1％） 

             （①卒業・修了後 5年：20名 ②卒業・修了後 10 年：19名 ③卒業・修了後 20 年：156 名） 

 

以 上 
 



令和３年度　卒業生（既卒者）アンケート回答数

卒業・修了後20年（平成13年3月卒業・修了)
学部等 回答数 対象数 回収率
工学部、工学部第一部 66 593 11.1%
工学部第二部 27 228 11.8%
理工学部 40 401 10.0%
工学研究科 修士課程 7 103 6.8%
理工学研究科  修士課程 15 82 18.3%
理工学研究科  博士課程 1 3 33.3%
計 156 1410 11.1%

卒業・修了後10年(平成23年3月卒業・修了)
学部等 回答数 対象数 回収率
工学部、工学部第一部 4 427 0.9%
工学部第二部 3 87 3.4%
理工学部 8 433 1.8%
情報環境学部 1 151 0.7%
未来科学部 0 101 0.0%
工学研究科 修士課程 1 124 0.8%
未来科学研究科 1 87 1.1%
理工学研究科　修士課程 1 83 1.2%
情報環境学研究科　修士課程 0 27 0.0%
先端科学技術研究科　博士課程（後期） 0 7 0.0%

計 19 1527 1.2%

卒業・修了後5年(平成28年3月卒業・修了)
大学（学部） 回答数 対象数 回収率
工学部、工学部第一部 4 474 0.8%
工学部第二部 1 108 0.9%
理工学部 6 478 1.3%
情報環境学部 3 211 1.4%
未来科学部 1 226 0.4%
工学研究科 修士課程 3 136 2.2%
未来科学研究科 2 102 2.0%
理工学研究科　修士課程 0 70 0.0%
情報環境学研究科　修士課程 0 25 0.0%
先端科学技術研究科　博士課程（後期） 0 18 0.0%

計 20 1848 1.1%

合計 195 4785 4.1%

卒業・修了後20年
156

卒業・修了後10年
19

卒業・修了後5年
20

回答数

計195件

件 件

件

80%

9.7%
10.3%



【卒業⽣（過年度）アンケート集計】

問1 あなたの現在の仕事内容をお教えください。

問2 現在の仕事内容と⼤学で学んだ専⾨教育の関連度合いを教えてください。

(全体)

(卒業年別)

1
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20

2

16

5

27

14

16

36

2

3

1

5

1

1

6

1

1

4

2

4

1

3

1

2

1

2

22

27

4

21

6

35

15

19

1

43

研究

開発

設計

⽣産

現場

検査

SE

営業

管理部⾨

無職

その他

卒業・修了後20年 卒業・修了後10年 卒業・修了後5年

⼤変ある
19%

ある
24%

ややある
23%

あまりない
24%

まったくない
10%

25

40

36

38

17

5

4

6

1

3

7

3

3

7

37

47

45

46

20

⼤変ある

ある

ややある

あまりない

まったくない

卒業・修了後20年 卒業・修了後10年 卒業・修了後5年

現在の仕事内容は、SE、設計、開発、

が多い

現在の仕事内容と大学で学んだ専門

教育との関連は、「ある」が６６％
(大変ある・ある・ややある)
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問3 海外で仕事をした経験はありますか。
(全体)

(卒業年別)

問4 今までに何回転職をしたことがありますか。

(全体)

(卒業年別)

はい
22%

いいえ
78%

37

119

4

15

1

19

42

153

はい

いいえ

卒業・修了後20年 卒業・修了後10年 卒業・修了後5年

2回以上
25%

1回
28%

0回
47%

44

44

68

4

8

7

2

2

16

50

54

91

2回以上

1回

0回

卒業・修了後20年 卒業・修了後10年 卒業・修了後5年

海外での仕事経験があるのは

２２％

半数以上が、転職の経験あり
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問5 ⼤学時代の経験で卒業後役⽴ったと感じることは何ですか。（複数回答可）

「その他」の回答

CAD／アマチュア無線／パソコン操作技術／プロジェクト活動／学園祭実⾏委員会での活動／学会における卒業研究発表／資格を取
得するための学習(電験3種)／実験副⼿／趣味（ゲーム）／就職活動／助⼿の先⽣に教わった社会⼈の⼼得。中国への研修旅⾏／⼈⽣
勉強／夜学で通学した忍耐⼒／夜学という学び⽅の全て
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91

48
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3

1

5

29

42
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8

4

13

9

4

6

8

2

2

5

7

2

8

3

12

15

13

5

4

2

5

5

3

2

82

26

95

115

65

76

67

5

8

7

39

52

14

⼀般教育

語学

専⾨教育（講義）

専⾨教育（実験・実習・設計）

卒業研究（設計）

友⼈関係

アルバイト

資格講座

インターンシップ

海外留学

課外活動（サークル活動等）

⼤学⽣活全般

その他

卒業・修了後20年 卒業・修了後10年 卒業・修了後5年
大学時代の経験で役立ったものは、

専門教育、一般教育、友人関係、

アルバイト、が上位。
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問6  現在の東京電機⼤学のイメージにあてはまるものは何ですか。（複数回答可）

「その他」の回答

就職は中⼩企業に強い／秋葉原が近かった／神⽥の校舎を⼿放した残念な状況／⼈との協⼒/依頼などの経験や実践／⼤きい企業に就
職できる／地震に強い／特にイメージが無い
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66
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11
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32
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7

9

1
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2
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64

49

82

37

43

15

18

85

41

48

35

28

56

23

52

8

110年を超える歴史と伝統

社会で役⽴つ実学教育

専⾨性の⾼い教育

情報教育の充実

ものづくり教育

研究レベルが⾼い

教授陣の充実

就職状況がよい

施設設備が充実

校⾵がまじめ

社会的評価が⾼い

卒業⽣の活躍

⽴地が良い

実学尊重の精神

「技術は⼈なり」の理念

その他

卒業・修了後20年 卒業・修了後10年 卒業・修了後5年

東京電機大学のイメージは、

就職状況がよい

専門性の高い教育 が上位。
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問7 ご⾃⾝の⼤学⽣活を振り返ってみて、本学に対する総合的な満⾜度はどの程度ですか。

(全体)

(卒業年別)

問8 「実学尊重」の精神は、今も重要だと思いますか

(全体)

(卒業年別)

⼤変満⾜
18%

満⾜
47%

やや満⾜
26%

やや不満
7%

不満
2%

強くそう思う
31%

そう思う
47%

ややそう思う
15%

あまりそう思わない
5%

そう思わない
1%

全くそう思わない・
知らない

1%

48

68

28

9

1

2

8

9

1

1

5

14

1

61

91

30

9

2

2

強くそう思う

そう思う

ややそう思う

あまりそう思わない

そう思わない

全くそう思わない・知らない

卒業・修了後20年 卒業・修了後10年 卒業・修了後5年

23

76

41

11

5

5

7

5

2

7

8

5

35

91

51

13

5

⼤変満⾜

満⾜

やや満⾜

やや不満

不満

卒業・修了後20年 卒業・修了後10年 卒業・修了後5年

９０％以上が本学に対して「満足」と

感じている

(大変満足・満足・やや満足)

９０％以上が「実学尊重」の精神を

「重要」と感じている
(強くそう思う・そう思う・ややそう思う)
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問9 「技術は⼈なり」の理念は、今も重要だと思いますか。

(全体)

(卒業年別)

問10 本学に誇りを持っていますか。

(全体)

(卒業年別)

強くそう思う
43%

そう思う
43%

ややそう思う
12%

あまりそう思わない 0.5％
そう思わない 0.5％ 全くそう思わない・知らない

0.5％

68

66

20

1

1

8

8

2

1

8

10

2

84

84

24

1

1

1

強くそう思う

そう思う

ややそう思う

あまりそう思わない

そう思わない

全くそう思わない・知らない

卒業・修了後20年 卒業・修了後10年 卒業・修了後5年

強くそう思う
19%

そう思う
37%

ややそう思う
29%

あまりそう思わない
12%

そう思わない 2% 全くそう思わない1%

25

64

43

20

2

2

7

3

6

2

1

6

6

7

1

38

73

56

23

3

2

強くそう思う

そう思う

ややそう思う

あまりそう思わない

そう思わない

全くそう思わない

卒業・修了後20年 卒業・修了後10年 卒業・修了後5年

９８％が「技術は人なり」の理念を

「重要」と感じている
(強くそう思う・そう思う・ややそう思う)

８５％が本学に誇りを持っている
(強くそう思う・そう思う・ややそう思う)
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問11 学⽣時代に経験したことで、印象に残っていることは何ですか。（複数回答可）

問15 校友会に期待するものをいくつでもお選びください

「その他」の回答

学⽣に対して、企業への体験⼊社／現役の学⽣との交流／仕事やお⾒合いの斡旋／定年後の第⼆キャリアのための⽀援。紹介／転職
紹介サービス。また、⼤学時代の知識や技能が古くなり、もう⼀度、データサイエンスや機械学習、統計学、⼈⼯知能、ディープ
ラーニングを社会⼈講座として学びたい。zoomのオンライン授業でもよいと思います。／転職等に際し有⽤となる情報の提供

72

30

52

36

38

39

53

59

34

26

39

31

10

7

6

5

8

9

9

8

7

5

8

6

10

5

12

13

8

10

9

9

6

3

7

7

92

42

70

54

54

58

71

76

47

34

54

44

⾃分で考え⾏動する

⾃分を⾒つめなおす

新しいことに挑戦する

夢や⽬標を持つ

他の専⾨分野について知る

⽬標を⽬指し努⼒する

失敗を経験する

多様な価値観を知る

知識と実社会の関連を知る

実社会を体験する

知識の習得を実感する

学んだ知識を実際に活⽤する

卒業・修了後20年 卒業・修了後10年 卒業・修了後5年

51

42

26

35

60

26

35

8

4

5

3

3

7

3

5

8

2

2

2

6

2

7

1

63

49

31

40

73

31

47

9

公開講座（講演会等）

資格取得講座

学園情報提供の充実

同窓⽣間の連絡⼿段の提供

⼈脈形成の機会の提供

⺟校を⽀援する体制

卒業⽣へのサービス充実

その他

卒業・修了後20年 卒業・修了後10年 卒業・修了後5年

自分で考え行動する

多様な価値観を知る

失敗を経験する が上位

人脈形成の機会の提供

公開講座（講演会等）

資格取得講座 が上位
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(⾃
由

記
述

の
設

問
)

問
12

  学
⽣

時
代

に
特

に
⼤

切
だ

っ
た

と
思

う
も

の
は

何
で

す
か

。

卒
後

20
年

の
回

答
の

抜
粋

基
礎
的
な
⼒
学
の
学
習
・
世
代
を
越
え
た
友
⼈
関
係

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
と
思
い
ま
す
。
電
⼦
⼯
学
部
で
も
広
く
浅
く
学
べ
、
エ
ク
セ
ル
ベ
ー
ス
業
務
や
Un
ix処

理
に
活
き
て
い
ま
す
。

逆
に
、
電
⼦
回
路
は
レ
ベ
ル
の
⾼
い
学
問
に
寄
っ
た
教
育
だ
っ
た
の
で
、
当
時
、
興
味
が
湧
き
づ
ら
か
っ
た
で
す
。

き
っ
か
け
に
巡
り
会
え
た
の
は
良
か
っ
た
と
思
え
、
卒
業
し
て
⾃
学
に
よ
り
好
き
に
な
り
、
半
導
体
設
計
で
活
躍
で
き
て
い
ま
す
。

レ
ポ
ー
ト
な
ど
の
技
術
⽂
書
の
書
き
⽅

学
び
た
い
場
所
で
の
学
⽣
⽣
活

学
習
を
継
続
し
て
、
⾃
分
の
頭
で
考
え
て
⾏
動
に
移
す
こ
と

基
礎
知
識
。
ど
ん
な
場
⾯
で
も
、
⽣
か
せ
る
内
容
と
思
い
ま
す

研
究
の
取
組
と
、
そ
れ
を
披
露
す
る
学
会
の
場
。
学
会
に
沢
⼭
出
さ
せ
て
頂
い
た
こ
と
は
こ
の
上
無
い
教
育
で
有
っ
た
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

研
究
室
で
の
⽣
活

ア
ル
バ
イ
ト
で
の
社
会
勉
強
・
社
会
と
の
繋
が
り

ア
ル
バ
イ
ト
で
実
社
会
経
験
の
あ
る
⼈
と
関
わ
り
、
社
会
⽣
活
を
⾝
近
に
感
じ
ら
れ
、
そ
の
後
の
仕
事
な
ど
に
役
⽴
っ
た
こ
と
。

⾃
ら
で
は
知
り
得
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
分
野
に
触
れ
る
事
で
視
野
を
広
げ
ら
れ
る
事

⾃
分
な
り
⽬
標
や
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
つ
こ
と
。

実
験
、
実
習
、
部
活
動
で
友
⼈
と
協
⼒
し
あ
っ
た
事
。

実
験
を
通
し
た
実
体
験
を
含
む
教
育

実
習
、
実
験
。
実
際
に
経
験
す
る
こ
と
は
⼤
事
だ
と
思
い
ま
す
。

周
囲
と
の
つ
な
が
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。

⾊
々
と
経
験
す
る
こ
と
と
⼀
つ
の
こ
と
を
深
く
知
る
こ
と
の
バ
ラ
ン
ス

⼈
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

専
⾨
分
野
だ
け
で
は
な
く
、
哲
学
、
倫
理
、
⼼
理
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
問
分
野
に
触
れ
る
こ
と
で
、

世
界
を
広
げ
る
と
と
も
に
、
知
識
が
広
が
る
こ
と
で
専
⾨
分
野
の
知
識
を
深
め
る
こ
と
に
も
繋
が
る
こ
と
が
実
感
で
き
た
こ
と
。

卒
業
研
究
で
の
課
題
解
決
能
⼒
の
醸
成

仲
間
と
の
活
動

同
じ
分
野
に
進
む
仲
間
の
存
在

物
理
、
電
気
理
論
を
し
っ
か
り
理
解
す
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
数
学
の
知
識
を
理
解
す
る
こ
と

友
⼈
関
係
 
他
学
科
の
⼈
と
の
交
流

友
⼈
関
係
。
実
験
レ
ポ
ー
ト
。

論
⽂
や
レ
ポ
ー
ト
友
⼈
と
の
交
流

卒
後

10
年

の
回

答
の

抜
粋

ど
の
講
義
に
お
い
て
も
情
報
交
換
や
⾃
⾝
の
理
解
度
の
確
認
が
で
き
る
友
⼈
ま
た
は
⼈
間
関
係
を
構
築
し
て
お
く
こ
と

⾃
動
制
御
研
究
部
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
が
、
部
活
動
を
通
じ
て
学
ん
だ
CA
Dや

⼯
作
機
械
の
使
い
⽅
な
ど
は
遊
び
の
範
囲
を
超
え
て
実
務
に
役
⽴

つ
レ
ベ
ル
と
思
い
ま
す
の
で
積
極
的
に
学
⽣
に
ア
ピ
ー
ル
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

卒
業
研
究
と
教
育
実
習
特
に
卒
業
論
⽂
は
外
部
の
学
会
に
発
表
さ
せ
て
も
ら
い
、
⼤
変
良
い
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

勉
学
を
通
じ
て
の
知
識
の
習
得
。
⼈
間
関
係
。
ア
ル
バ
イ
ト
等
の
社
会
経
験
。

夢
を
諦
め
な
い
こ
と

卒
後

5年
の

回
答

の
抜

粋
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
(ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
な
ど
)に
関
す
る
技
術
の
習
得

興
味
の
あ
る
分
野
に
没
頭
し
て
勉
強
で
き
る
環
境
（
遅
い
時
間
ま
で
開
い
て
い
る
図
書
館
、
多
す
ぎ
な
い
宿
題
量
）
。

⾃
分
で
考
え
て
⾏
動
す
る
こ
と

専
⾨
性
の
⾼
い
勉
強
と
そ
こ
で
出
会
っ
た
友
⼈
と
の
絆

知
識
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
。
⾃
分
の
学
科
の
授
業
だ
け
で
な
く
他
学
科
の
授
業
も
聞
い
て
み
る
こ
と
。

【
概

説
】

「
友
⼈
」
「
関
係
」
「
⼈
」
「
交
流
」
「
ア
ル
バ
イ
ト
」
「
経
験
」
「
社
会
」
「
研
究
」
「
実
習
」
「
実
験
」
と
い
う
単
語
が

頻
出
。

KH
 C
od

er
を

利
⽤

し
た

共
起

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
よ

る
分

析
（
単
語
が
共
通
に
出
現
す
る
関
係
を
線
で
表
⽰
し
た
図
。
円
の
⼤
き
さ
は
頻
出
数
に
⽐
例
し
て
⼤
き
く
な
り
、
線
上
の
係
数
の
⾼
さ
が
関
係
の
強
さ
を

表
す
）

学
生

時
代

に
特

に
大

切
だ

っ
た

と
思

う
も

の

・
友

人
、

仲
間

、
人

間
関

係
、

人
と

の
交

流

・
研

究
活

動
や

、
実

習
や

実
験

な
ど

の
体

験
を

伴
う

授
業

等

・
ア

ル
バ

イ
ト

で
の

社
会

経
験

・
知

識
や

専
門

的
な

技
術

の
学

習
・

修
得

・
自

分
で

考
え

る
こ

と



問
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  ⼤
学

時
代

に
も

っ
と

学
ん

で
お

け
ば

良
か

っ
た

と
思

う
こ

と
や

、
取

得
し

て
お

け
ば

良
か

っ
た

と
思

う
資

格
な

ど
は

何
で

す
か

。

卒
後

20
年

の
回

答
の

抜
粋

英
語
検
定
・
簿
記
検
定

流
体
⼒
学
・
経
営
学

IT
関
連
の
資
格
技
術

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
⼒

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
、
語
学
、
情
報
処
理
資
格

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
技
術
プ
レ
ゼ
ン
技
術
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

英
語
。
海
外
で
の
経
験
を
積
ん
で
お
け
ば
良
か
っ
た
。

英
語
に
関
し
て
の
資
格

英
語
の
勉
強
。
TO
EI
C、

TO
EF
L、

英
検
等
の
た
め
に
勉
強
す
る
こ
と
で
少
し
で
も
英
語
⼒
を
つ
け
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

海
外
メ
ー
カ
の
デ
ー
タ
シ
ー
ト
や
仕
様
書
を
読
む
と
き
に
感
じ
ま
し
た
。

海
外
語
学
留
学
研
修

海
外
留
学
経
験
を
し
て
、
学
⽣
の
間
に
国
外
の
価
値
観
を
得
て
お
き
た
か
っ
た
。
設
計
・
開
発
に
必
要
な
CA
Dの

資
格
、
TO
EI
C等

の
語
学
⼒
を

習
得
し
た
か
っ
た
。

興
味
の
な
い
分
野
も
、
⽬
を
通
す
く
ら
い
は
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
か
な
と
思
い
ま
す
。

語
学
。
英
語
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
、
英
語
で
の
講
演
な
ど
が
結
構
あ
る
。

語
学
→
会
話
と
専
⾨
⽤
語

真
⾯
⽬
に
勉
強
す
る
事
。

⾼
分
⼦
化
学
英
語
（
読
み
書
き
だ
け
で
は
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）

材
料
⼒
学
、
振
動
⼯
学

数
学
と
英
語

専
⾨
以
外
の
知
識
（
教
養
）

専
⾨
性
の
知
識
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

電
気
⼯
事
⼠
な
ど
専
⾨
的
な
資
格

電
気
主
任
技
術
者

電
検
3種

、
IT
系
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
、
M
OS

物
理
学

留
学

卒
後

10
年

の
回

答
の

抜
粋

Ｉ
Ｔ
関
連
、
基
本
情
報
処
理
、
⽇
商
簿
記
、
宅
建

エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
⼠

英
語
(海
外
留
学
)を
し
て
お
け
ば
良
か
っ
た

学
科
の
専
⾨
分
野
以
外
の
分
野

⼈
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
⼒

専
⾨
分
野
 
電
気
⼯
事
⼠
に
直
結
す
る
講
義
は
も
っ
と
学
ん
で
お
け
ば
よ
か
っ
た
と
思
う

卒
後

5年
の

回
答

の
抜

粋
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術

現
在
の
仕
事
は
、
製
薬
会
社
の
営
業
企
画
部
で
企
画
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
企
画
の
仕
事
の
中
で
英
語
を
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、

英
語
の
学
習
に
⼒
を
⼊
れ
て
い
く
べ
き
だ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

専
⾨
分
野
以
外
の
講
義
。
社
会
⼈
に
な
っ
て
か
ら
、
⾃
分
の
職
種
以
外
の
こ
と
を
勉
強
で
き
る
機
会
は
ほ
ぼ
な
い

電
気
、
機
械
の
専
⾨
科
⽬
の
教
育
製
図
実
習
で
CA
Dを

使
い
た
か
っ
た

専
⾨
的
な
内
容
は
、
卒
業
後
も
専
⾨
書
を
読
ん
で
勉
強
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
学
⽣
時
代
に
必
要
な
こ
と
は
、
専
⾨
分
野
を

理
解
す
る
た
め
の
基
礎
的
知
識
を
⾝
に
つ
け
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
専
⾨
分
野
に
限
定
せ
ず
様
々
な
内
容
の
授
業
を

履
修
す
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
（
特
に
数
学
や
⼯
学
基
礎
科
⽬
）

語
学
(特
に
英
語
)

【
概

説
】

「
英
語
」
「
語
学
」
「
専
⾨
」
「
海
外
」
「
勉
強
」
「
知
識
」
「
電
気
」
「
基
礎
」
と
い
う
単
語
が
頻
出
。

KH
 C
od

er
を

利
⽤

し
た

共
起

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
よ

る
分

析
（
単
語
が
共
通
に
出
現
す
る
関
係
を
線
で
表
⽰
し
た
図
。
円
の
⼤
き
さ
は
頻
出
数
に
⽐
例
し
て
⼤
き
く
な
り
、
線
上
の
係
数
の
⾼
さ
が
関
係
の
強
さ
を

表
す
）

大
学

時
代

に
学

ん
で

お
け

ば
よ

か
っ

た
も

の
、

取
得

し
て

お
け

ば
よ

か
っ

た
資

格

・
英

語
、

語
学

、
海

外
留

学

・
電

気
工

事
士

、
電

気
主

任
技

術
者

、
電

検
３

種
な

ど
の

資
格

・
専

門
分

野

・
専

門
以

外
の

知
識



問
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  あ
な

た
が

、
今

後
、

⼤
学

に
期

待
す

る
こ

と
は

何
で

す
か

卒
後

20
年

の
回

答
の

抜
粋

東
京
電
機
⼤
学
の
ブ
ラ
ン
ド
化

AI
関
係
の
開
発
が
で
き
る
⼈
材
不
⾜
を
感
じ
て
い
る
の
で
、
欧
⽶
に
後
れ
を
取
っ
て
い
る
分
野
で
活
躍
で
き
る
⼈
材
を
供
給
し
て
ほ
し
い

M
E（

医
⽤
⽣
体
⼯
学
系
）
の
学
部
（
あ
る
い
は
学
科
）
を
⽴
ち
上
げ
る
こ
と
（
加
え
て
、
臨
床
⼯
学
技
⼠
の
養
成
コ
ー
ス
も

設
置
す
る
こ
と
）
。
公
開
講
座
の
"M
E講

座
"は
今
後
も
続
け
て
く
だ
さ
い
。

ネ
ー
ミ
ン
グ
バ
リ
ュ
ー
の
向
上

英
語
と
資
格
取
得

学
⽣
の
う
ち
に
で
き
る
経
験
の
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て
欲
し
い
。

学
問
と
し
て
の
教
育
と
社
会
で
の
実
践
⼒
を
⾝
に
つ
け
る
為
の
教
育

技
術
的
に
尖
っ
た
研
究
、
開
発
の
推
進
を
担
う
⼈
材
の
育
成
と
、
社
会
に
出
て
ビ
ジ
ネ
ス
が
出
来
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
⼒
を

持
っ
た
⼈
材
の
育
成
。

今
に
な
っ
て
、
電
⼤
の
専
⾨
性
の
⾼
さ
を
感
じ
ま
す
。
(現
役
の
時
は
正
直
、
わ
か
ら
な
か
っ
た
で
す
)こ
れ
か
ら
も
時
代
の
先
端
を
⾛
る

教
育
⽅
針
に
期
待
し
ま
す
。

今
ま
で
通
り
、
尖
ら
ず
堅
実
に
。
電
⼤
卒
業
⽣
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
で
あ
り
続
け
ら
れ
る
こ
と
。

私
が
卒
業
し
た
神
⽥
キ
ャ
ン
パ
ス
は
も
う
あ
り
ま
せ
ん
が
、
最
近
の
校
舎
の
雰
囲
気
や
空
気
を
感
じ
て
み
た
い
の
で
、
講
演
会
か

何
か
で
年
に
1度

く
ら
い
⼤
学
に
⼊
れ
る
機
会
が
あ
る
と
嬉
し
い
で
す
。

社
会
で
役
⽴
つ
実
学
教
育

社
会
⼈
に
な
っ
て
か
ら
活
か
さ
れ
る
こ
と
を
実
感
で
き
る
講
義
の
実
践

神
⽥
キ
ャ
ン
パ
ス
の
復
活
、
AI
を
テ
ー
マ
に
し
た
公
開
講
義
新
し
い
技
術
に
つ
い
て
、
講
義
に
取
り
⼊
れ
て
い
っ
て
ほ
し
い

専
⾨
性
。
そ
れ
に
対
す
る
教
育
環
境
。

多
様
な
⼈
材
育
成

⼤
学
時
代
の
知
識
や
技
能
が
古
く
な
り
、
も
う
⼀
度
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
や
機
械
学
習
、
統
計
学
、
⼈
⼯
知
能
、
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を

社
会
⼈
講
座
と
し
て
学
び
た
い
。
zo
om
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。

知
的
財
産
の
教
育

東
京
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
充
実
さ
せ
て
、
他
県
の
キ
ャ
ン
パ
ス
編
成
を
⾒
直
し
て
欲
し
い
。
東
京
電
機
⼤
学
と
⾔
わ
れ
る
が

理
⼯
学
部
は
埼
⽟
な
の
で
東
京
じ
ゃ
な
い
と
⾔
わ
れ
る
。
も
っ
と
知
名
度
を
上
げ
て
偏
差
値
を
上
げ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

末
永
く
存
続
す
る
こ
と
と
、
技
術
者
の
輩
出

技
術
が
ビ
ジ
ネ
ス
に
な
る
時
代
、
持
て
る
技
術
を
ビ
ジ
ネ
ス
で
ど
う
⽣
か
す
か
を
学
べ
る
⼤
学
で
あ
っ
て
ほ
し
い

現
在
の
TD
Uは

ど
う
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
当
時
は
、
教
授
は
学
問
と
し
て
教
え
、
⽣
徒
は
単
位
取
り
、
⼤
卒
の
肩
書
き
の
た
め
に

思
え
ま
し
た
。
周
り
の
多
く
も
そ
う
だ
っ
た
。
設
計
業
務
を
し
て
い
る
今
、
な
ぜ
興
味
を
持
て
る
よ
う
な
教
育
が
出
来
な
い
の
だ
ろ
う
か
と

振
り
返
り
ま
す
。
⽇
本
が
世
界
に
置
い
て
か
れ
る
。
抜
本
的
な
教
育
改
⾰
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

実
際
の
仕
事
に
直
接
的
に
役
⽴
つ
知
識
、
実
験
な
ど
の
講
座
や
研
究
。

就
職
後
に
役
に
⽴
つ
知
識
と
技
術
の
取
得

卒
後

10
年

の
回

答
の

抜
粋

モ
ノ
づ
く
り
は
⼤
学
を
出
て
す
ぐ
に
で
き
る
こ
と
で
は
な
く
、
そ
の
下
積
み
か
ら
さ
ら
に
実
務
レ
ベ
ル
で
失
敗
し
、
原
因
を

解
析
し
て
の
繰
り
返
し
で
す
。
技
術
は
⼈
な
り
は
謂
わ
ば
⼈
間
⾯
の
豊
か
さ
に
関
し
て
も
必
⽤
と
い
う
⾯
も
指
し
て
い
る
と

実
感
し
て
ま
す
。
技
術
⾯
の
指
導
だ
け
で
な
く
、
⼈
⽣
を
考
え
る
に
必
要
な
思
想
⾯
に
ま
つ
わ
る
有
意
義
な
講
義
と
機
会
を

提
供
し
て
い
た
だ
く
事
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

更
な
る
社
会
的
評
価
の
向
上
。
⼯
学
院
⼤
の
活
躍
が
⽬
⽴
ち
、
電
機
⼤
の
影
が
薄
ら
い
だ
よ
う
に
感
じ
る
。

専
⾨
分
野
を
問
わ
ず
い
ろ
ん
な
資
格
に
携
わ
る
環
境
へ
の
成
⻑

同
期
と
の
同
窓
会
な
ど
有
れ
ば
参
加
し
た
い

評
判
を
落
と
さ
な
い
こ
と

理
系
の
伝
統
あ
る
⼤
学
と
し
て
社
会
的
認
知
度
ま
た
社
会
的
地
位
の
向
上

卒
後

5年
の

回
答

の
抜

粋
⼀
度
社
会
⼈
に
な
っ
た
⼈
が
再
び
学
習
で
き
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
。

後
輩
た
ち
の
活
躍
に
期
待
し
て
ま
す
。

⼯
学
の
専
⾨
知
識
が
充
実
し
た
学
⽣
を
送
り
出
す
こ
と

座
学
や
実
験
で
実
際
ど
ん
な
こ
と
に
活
⽤
で
き
る
考
え
な
の
か
と
い
う
⽰
し
が
少
な
か
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。
⽬
的
意
識
や
先
を

⾒
据
え
た
講
義
が
充
実
す
る
と
さ
ら
に
社
会
⼈
に
な
っ
て
も
即
戦
⼒
と
し
て
働
け
る
⼈
に
な
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

就
職
⽀
援
は
も
ち
ろ
ん
、
研
究
に
こ
れ
ま
で
以
上
に
⼒
を
⼊
れ
、
研
究
で
世
界
に
電
⼤
の
名
前
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
欲
し
い
。

知
名
度
を
全
国
区
に
上
げ
て
、
よ
り
優
秀
な
学
⽣
を
集
め
る
こ
と

【
概

説
】

「
⼤
学
」
「
技
術
」
「
⼈
材
」
「
育
成
」
「
知
識
」
「
研
究
」
「
学
ぶ
」
「
社
会
」
「
教
育
」
と
い
う
単
語
が
頻
出
。

KH
 C
od

er
を

利
⽤

し
た

共
起

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
よ

る
分

析
（
単
語
が
共
通
に
出
現
す
る
関
係
を
線
で
表
⽰
し
た
図
。
円
の
⼤
き
さ
は
頻
出
数
に
⽐
例
し
て
⼤
き
く
な
り
、
線
上
の
係
数
の
⾼
さ
が
関
係
の
強
さ
を

表
す
）

今
後

、
大

学
に

期
待

す
る

こ
と

・
社

会
、

仕
事

に
お

い
て

役
立

つ
教

育

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力
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＜令和３年度 卒業生（既卒者）アンケート調査についての総括＞ 

 

 例年、卒業生（既卒者）へのアンケートについては、ホームカミングデーの招待者（卒業後５

年毎の卒業生）に依頼の上、ハガキで回答頂くことにより実施してきたが、今年度は、アンケー

トをさらに充実したものとするため、調査項目および調査対象を見直し、web でアンケート調査

を実施した。 

 結果として、十分な回答数は得られなかったが、卒業生の現況（勤務状況、海外での仕事経験、

転職経験）や、本学に対する満足度、意見等について調査することができた。 

 今回の調査では、海外での仕事経験がある卒業生の割合は 22％という結果で、一方、大学時

代に学んでおけば良かったことについては、英語・語学・海外留学との意見が多かった。取得し

ておけば良かったと思う資格については、電気工事士、電気主任技術者、電検 3 種などであっ

た。また、大学に期待することとして、社会、仕事において役立つ教育、コミュニケーション能

力等を持った技術者の育成のほか、大学の知名度・地位向上、社会人への学ぶ機会の提供などが

挙げられた。本学においては、今後、語学教育、留学機会の提供、資格取得のさらなる推進、学

生のコミュニケーション能力の向上、大学の知名度向上策の検討が求められる。 

 このように様々な意見がある中、大学に対する総合的な満足度に関する回答においては、90％

以上が本学に対して「満足」と感じており、85％が本学に誇りをもっているなど、高い満足度が

示された。 

 本調査については、今後、回収率を上げるとともに、卒業生アンケート（卒業・修了時に実施）、

新入生アンケート等とも連携の上、様々な側面からの分析を実施し、大学運営、教育改善につい

て検討することとしたい。 

以 上 




